
　
兵
庫
県
立
鳴
尾
高
校
は
昨
年

度
、創
立
80
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

次
の
創
立
90
周
年
に
向
け
た
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
本
校
は
昭
和
18（
1
9
4
3
）

年
、
当
時
の
鳴
尾
村
に
、
全
国
で

も
珍
し
い
村
立
の
旧
制
鳴
尾
中
学

校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
昭
和
25
年

に
県
立
鳴
尾
高
校
と
な
り
現
在
に

至
り
ま
す
。
そ
の
長
い
歴
史
の
中

で
「
鳴
高
」
と
し
て
地
域
に
親
し

ま
れ
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
育
て
ら

れ
て
き
た
伝
統
校
だ
か
ら
こ
そ
の

「
鳴
高
」
あ
る
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
は
、
珍
し
い
図
柄
の
校
章

で
す
。
そ
の
由
来
と
な
っ
た
鳴
尾

村
は
、
武
庫
川
と
枝
川
の
間
に
で

き
た
デ
ル
タ
地
帯
に
あ
り
、
四
つ

の
大お

お
字あ

ざ
と
さ
ら
に
八
つ
の
小こ

字あ
ざ
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

大
字
と
小
字
の
八
つ
を
図
案
化
し

た
鳴
尾
村
の
村
章
が
元
と
な
り
、

鳴
尾
中
学
校
が
設
立
さ
れ
た
際
、

こ
の
村
章
に
「
中
」
を
入
れ
た
校

章
が
採
用
さ
れ
、
新
制
高
校
に

な
っ
た
際
に
「
中
」
を
「
高
」
に

変
え
て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
現
在
、
２
番
ま
で

あ
る
校
歌
が
、
当
初
は
４
番
ま
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
、
総
合
人
間
類
型
３
年
生
の
生

徒
が
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て

「
唱
歌
」
に
つ
い
て
探
究
を
進
め

て
い
く
中
で
、
校
長
と
一
緒
に
過

去
の
資
料
を
ひ
も
解
い
て
い
き
分

か
っ
た
こ
と
で
す
。
い
つ
、
ど
の

よ
う
な
理
由
で
２
番
と
４
番
の
歌

詞
が
削
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
？ 

そ
の
経
緯
は
分
か
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
戦
前
、
戦
後
と

時
代
が
変
わ
り
、
物
の
見
方
・
考

え
方
が
大
き
く
変
遷
し
て
い
く
中

で
の
こ
と
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
ま

し
た
。

　
三
つ
目
は
、当
初
、本
校
の
プ
ー

ル
が
鳴
尾
北
小
学
校
敷
地
内
に
あ

り
、
鳴
尾
北
小
学
校
に
は
、
当

時
、
道
路
を
挟
ん
だ
プ
ー
ル
を
使

用
し
て
い
た
と
い
う
鳴
高
卒
業
生

が
勤
務
さ
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で

す
。
昭
和
58
年
、
本
校
講
堂
跡
地

に
学
文
館
と
新
プ
ー
ル
が
完
成
し

た
際
、
鳴
尾
北
小
学
校
内
南
プ
ー

ル
を
西
宮
市
へ
返
還
。
現
在
も
鳴

尾
北
小
学
校
は
二
つ
の
プ
ー
ル
を

高
学
年
用
、
低
学
年
用
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
昭
和
26
年
、
準

優
勝
を
果
た
し
た
第
23
回
選
抜
高

等
学
校
野
球
大
会
で
、
阪
神
パ
ー

ク
の
象
に
乗
っ
て
応
援
し
た
!? 

と
い
う
都
市
伝
説
を
、
本
校
放
送

部
員
が
、
当
時
を
知
る
先
輩
方

（
90
代
）な
ど
関
係
者
の
人
々
へ

取
材
し
、
そ
れ
を
基
に
映
像
作
品

を
制
作
し
た
り
、
鳴
尾
高
校
の
伝

統
の
一
つ
、昭
和
35
年
に
始
ま
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
60
回
を
も
っ
て
い
っ

た
ん
幕
を
閉
じ
た
「
臨
海
学
舎
」

が
、「
鳴
高
ナ
ビ
た
ん
キ
ャ
ン
プ
」

と
し
て
昨
年
度
よ
り
復
活
す
る
な

ど
、
そ
の
歴
史
と
伝
統
の
中
で

脈
々
と
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
で

き
た
バ
ト
ン
を
し
っ
か
り
と「
今
」

の
鳴
高
生
に
つ
な
げ
る
べ
く
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
昔
を
懐

か
し
み
な
が
ら
も
、「
今
」
の
鳴

高
生
に
も
注
目
し
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の「
未
来
」の「
鳴
高
」

に
期
待
と
応
援
を
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。

「
鳴
高
」
歴
史
探
訪

　兵
庫
県
立
鳴
尾
高
等
学
校

�

校
長

　切き
り

原は
ら

　賀よ
し

子こ

（昭和36年1月撮影）

校舎全景（新旧）

（昭和49年1月撮影）

旧制鳴尾中学校校旗鳴尾高等学校校旗
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西宮市制 100 周年記念特集
鳴尾村が西宮市と合併して 74 年

年表でたどる鳴尾の歩み②
昭和26（1951）年～昭和64（1989）年
(西宮市合併～昭和の終わり)

　鳴尾地域の昭和時代は、昭和 16 ～ 20 年の太平
洋戦争中の不幸な時代を経て、戦後復興中の昭和 26
年に単独市制を放棄して西宮市と合併を選択。そして、
浜甲子園地域の開発から幕を開け、スポーツを中心と
した娯楽施設と住宅地、教育施設が調和しまちづくり
で発展し、多くの小・中学校が開校しました。
　西宮市合併から昭和の終わりまで、鳴尾の歴史を年
表でたどります。

鳴尾の教育の歴史
　鳴尾の教育の始めは、明治６（1873）年４月６日
に開校した鳴尾小学校です。同じ年に上田洲先小
学校が開校しましたが、明治19年の小学校令の公
布により、上田洲先小学校を併合し、鳴尾尋常小学
校となり、創立記念日を10月15日としました。

　その後、人口増加とともに鳴尾小学校・中学校は各
地域に分離して開校。また、浜甲子園団地や武庫川団
地への入居が始まったことで、浜甲子園地域、高須地
域それぞれに学校が開校されました。
　現在は７小学校区に八つの小学校と六つの中学校（市
立５校、私立１校）があります。→

鳴
尾
小
学
校
旧
校
舎

（
大
正
時
代
）

鳴尾地域の
小・中学校配置図

年

　
　代

鳴
尾
地
域
の
小
・
中
学
校
の
開
校
・
歴
史

１
９
３
６

昭
和
11

鳴
尾
東
尋
常
小
学
校（
鳴
尾
東
小
）が
鳴
尾
小
か
ら
分
離
し
て
開
校

１
９
４
４

　
　
19

鳴
尾
北
国
民
学
校（
鳴
尾
北
小
）が
鳴
尾
小
か
ら
分
離
し
て
開
校

１
９
４
７

　
　
22

鳴
尾
中
学
校
が
村
立
と
し
て
開
校

１
９
５
５

　
　
30

学
文
中
学
校
が
鳴
尾
中
か
ら
分
離
し
て
開
校

１
９
５
８

　
　
33

南
甲
子
園
小
学
校
が
鳴
尾
小
か
ら
分
離
し
て
開
校

１
９
６
０

　
　
35

小
松
小
学
校
が
鳴
尾
北
小
か
ら
分
離
し
て
開
校

１
９
６
３

　
　
38

浜
甲
子
園
小
学
校・浜
甲
子
園
中
学
校
が
開
校

１
９
６
９

　
　
44

東
甲
子
園
小
学
校
が
浜
甲
子
園
小
か
ら
分
離
し
て
開
校

１
９
７
９

　
　
54

高
須
東
小
学
校・鳴
尾
南
中
学
校
が
開
校

１
９
８
１

　
　
56

高
須
西
小
学
校
が
開
校

１
９
８
６

　
　
61

高
須
中
学
校
が
開
校

１
９
８
８

　
　
63

高
須
南
小
学
校
が
開
校

１
９
９
７

平
成
9

甲
子
園
浜
小
学
校
が
浜
甲
子
園
小
と
東
甲
子
園
小
を
統
合
し
て
開
校

２
０
０
９

　
　
21

高
須
小
学
校
が
高
須
東
小
と
高
須
南
小
を
統
合
し
て
開
校

●診療科目　内科　循環器内科　消化器内科　血液内科　糖尿病 ・内分泌内科　腫瘍内科　腎臓内科　人工透析

内科　呼吸器内科　外科　消化器外科　小児外科　乳腺 ・内分泌外科　呼吸器外科　ペインクリニック外科　整形外科

リハビリテーション科　皮膚科　形成外科　泌尿器科　小児科　耳鼻いんこう科　眼科　産婦人科　放射線科　麻酔科

臨床検査科　病理診断科　救急科　歯科　歯科口腔外科

医療法人信和会　明和病院
〒663-8186　兵庫県西宮市上鳴尾町 4-31
TEL　　 0798-47-1767( 代表 )
　　　　 ０570-0-89470( 患者さん専用 )
ホームページ　https://www.meiwa-hospital.com

親切で信頼される病院を目指します
めいわリハビリテーション病院 /
明 和 キ ャ ン サ ー ク リ ニ ッ ク /
エレガーノ西宮･めいわクリニック/
訪問看護センター明和 / 居宅
介護支援事業所　併設
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参
考
文
献
・
写
真
…『
鳴
尾
村
誌
』『
鳴
尾
・
西
宮
合
併
50
周
年
記
念
誌
』

⑶

年

　
　代

主   

な   

で   

き   

ご   

と

１
９
５
１

昭
和
26

鳴
尾
村
、西
宮
市
と
合
併

鳴
尾
高
校
が
選
抜
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
の
決
勝
戦
に
進
出

１
９
５
２

　
　
27

鳴
尾
警
察
署
の
新
庁
舎
が
新
築
さ
れ
、甲
子
園
警
察
署
と
改
称
①

１
９
５
７

　
　
32

進
駐
軍
甲
子
園
キ
ャ
ン
プ
地
の
接
収
が
解
除
さ
れ
る

１
９
５
９

　
　
34

雄
ヒ
ョ
ウ
と
雌
ラ
イ
オ
ン
の
間
に
レ
オ
ポ
ン
誕
生
②

１
９
６
１

　
　
36

甲
子
園
キ
ャ
ン
プ
地
跡
に
日
本
住
宅
公
団
が
浜
甲
子
園
団
地
の

　
　
　
　
　
住
宅
の
建
設
を
開
始
す
る
③

１
９
６
３

　
　
38

国
道
43
号
が
開
通

市
立
西
宮
東
高
校
が
開
校

西
宮
市
が
文
教
住
宅
都
市
を
宣
言
す
る

１
９
６
４

　
　
39

学
文
公
民
館
開
館

西
宮
市
東
部
清
掃
工
場
が
建
設
さ
れ
る

１
９
６
５

　
　
40

甲
子
園
海
水
浴
場
が
閉
鎖

１
９
６
８

　
　
43

西
宮
厚
生
年
金
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
全
施
設
完
成
④

　
　

枝
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
し
尿
処
理
施
設
運
転
開
始

１
９
７
0

　
　
45

枝
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
下
水
処
理
運
転
開
始

１
９
７
1

　
　
46

甲
子
園
高
速
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
。

　
淡
路
島
と
の
間
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
⑤

１
９
７
2

　
　
47

兵
庫
医
科
大
学
の
開
学
と
同
付
属
病
院
の
開
設

１
９
７
5

　
　
50

阪
神
甲
子
園
線
上
甲
子
園
・
浜
甲
子
園
間
の
廃
止
⑥

　
　

県
立
西
宮
南
高
校
が
開
校

１
９
７
６

　
　
51

住
宅
公
団
武
庫
川
団
地
の
建
設
始
ま
る
⑦

１
９
７
8

　
　
53

浜
甲
子
園
の
干
潟
が
鳥
獣
保
護
区
に
指
定

１
９
７
9

　
　
54

鳴
尾
支
所
新
庁
舎
開
庁
⑧

西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
が
発
足

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
西
宮（
現『
宮
っ
子
』）」創
刊

１
９
８
２

　
　
57

甲
子
園
浜
訴
訟
の
和
解
が
成
立

１
９
８
4

　
　
59

阪
神
武
庫
川
線
が
延
伸
さ
れ
、武
庫
川
団
地
前
駅
を
開
設

１
９
８
6

　
　
61

鳴
尾
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

１
９
８
8

　
　
63

な
る
お
文
化
ホ
ー
ル
が
西
宮
東
高
校
に
開
設
⑨

１
９
８
９

　
　
64

１
／
７
昭
和
天
皇
が
崩
御
。翌
１
／
８
か
ら
平
成
と
な
る

②レオポン誕生（左：ポン子、右：レオ吉）②レオポン誕生（左：ポン子、右：レオ吉）
「神パーク73年間の記憶〜「神パーク73年間の記憶〜
閉園パンフレット」より閉園パンフレット」より

②レオポン誕生（左：ポン子、右：レオ吉）
「阪神パーク73年間の記憶〜
閉園パンフレット」より

①甲子園警察署

③建設中の浜甲子園団地

④厚生年金スポーツセンタープール

⑤ 甲子園浜沖を航行する甲子園
高速フェリー

⑥ 昭和50年５月５日のさようなら 
電車

⑦ 建設中の武庫川団地。鳴尾川の
手前は浜甲子園団地

⑧鳴尾支所新庁舎

⑨なるお文化ホール

広告
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12月8日　しめ縄づくり
地域の有志の皆さんが、しめ縄づくりに
一生懸命取り組みました 今年元旦の0：00に初詣

12月28日　年末特別警戒パトロール

12月11日　 スワッグとはドイツ語で壁飾り。皆さん、自宅のどこに飾るか考えながら作
りました

ス
ワ
ッ
グ
講
習
会

12月21日　年末寄せ植え

2月2日　恒例の新春マラソン大会

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は

（
高
須
校
区
は
22
小
学
校
）で

小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

鳴尾地域

冬のイベント特集

④

③

⑤

⑩

⑥
⑦

②
⑧

⑨①

① 甲子園素
す

盞
さの

嗚
お

神社 西宮市制100年、
甲子園球場開場100年（昨年）
今年は新しいことが始まる巳（み）年

③ 小松町 ② 里中町自治会 大掃除

③ 小松西町

④ 甲子園二・三番町自治会文化部 ⑤ スポーツクラブ21鳴尾東（昨年の風景）

12月7日　パパと一緒にそ〜れ！

③ 小松北町 餅つき大会

12
月
21
日

1
年
間
使
用
し
た
自
治
会
館
を

隅
々
ま
で
き
れ
い
に
し
ま
し
た

12
月
23
日

子
ど
も
部
に
よ
る

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
訪
問
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12月28日　 年末特別警戒出発前にみんなで
ぜんざいを食べました

⑥ ロイヤルアーク甲子園フローレス ③ 小松南町 3 丁目

⑦ 

浜
甲
子
園
団
地
自
治
会

⑧ 上鳴尾自治会 餅つき大会

12月5日　 餅つきは最初が肝心！ 米粒がな
くなるまで腰を入れてつきます

③ 小松町

⑩ 高須

12月22日　武庫川第2一番街餅つき大会

火の番は、餅のできを左右する大事な
役目です

12月8日　餅つき大会 12月25〜27日　年末防犯活動 12月28日　年末特別警戒パトロール

12月15日　餅つき大会 12月26日　年末特別警戒防犯パトロール

⑨
甲
子
園
番
町
会
自
治
会

12月8日　師走の餅つき大会

西開公園で鳴尾中学校の先生と
生徒が参加して餅つき

広告

〒532-0034 大阪市淀川区野中北2丁目11番15号
TEL 06-6399-0075（代表）

03-浜甲子園団地第ⅣⅣ期南工区建築その他工事
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遷せ
ん

座ざ

祭さ
い

の
儀

　
昨
年
11
月
16
日
、
秋
の
夕
闇
が

足
早
に
訪
れ
る
頃
、
こ
こ
上
田
西

町
の
元
戎
社
に
西
宮
神
社
の
神
職

が
多
く
集
ま
り
、
社
殿
移
設
の
神

事
「
遷
座
祭
」
の
準
備
に
余
念
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
社
殿
の
扉
は
す
で
に
開
か
れ
て

お
り
、
そ
の
そ
ば
に
榊サ

カ
キ

を
置
き
、

隣
に
は
紫
と
朱し

ゅ

の
下
が
り
で
四

方
を
飾
っ
た
白
布
に
包
ま
れ
た
遷

座
篭か

ご

を
据
え
て
い
ま
す
。
正
装
し

た
５
人
の
神
官
た
ち
は
、
衣い

冠か
ん

の

装し
ょ
う

束ぞ
く

に
乱
れ
が
な
い
か
互
い
を
見

合
っ
て
い
ま
す
。

　
や
が
て
夜
の
闇
が
色
濃
く
な
っ

て
き
た
頃
、い
よ
い
よ「
遷
座
祭
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
夜
目
に
も
鮮
や
か
な
真
っ
白
な

衣
冠
を
ま
と
っ
た
５
人
の
神
官
が

社
殿
の
前
に
並
び
、
ま
ず
大お

お
麻ぬ

さ
を

振
っ
て
遷
座
篭
に
修し

ゅ
祓ば

つ
を
行
い
、

続
い
て
神
官
の
列
か
ら
、
西
宮
神

社
の
吉
井
宮
司
が
社
殿
の
正
面
に

静
々
と
進
み
出
て
、
深
々
と
頭
を

垂
れ
た
後
、
し
め
や
か
に
遷
座
の

祝の
り
詞と

を
奏そ

う

上じ
ょ
う

し
ま
し
た
。

　
辺
り
は
す
っ
か
り
日
が
落
ち
て

闇
に
包
ま
れ
る
中
、
い
よ
い
よ
御み

霊た
ま
を
社
殿
か
ら
遷
座
篭
に
遷う

つ
す
段

に
な
り
ま
し
た
。

暁
ぎ
ょ
う

闇あ
ん

に
行
わ
れ
る
儀
式

　
祝
詞
の
奏
上
が
終
わ
り
、
お
も

む
ろ
に
宮
司
が
社
殿
の
御
霊
に
手

を
延
ば
し
た
そ
の
時
、
後
ろ
に
控

え
て
い
た
衣
冠
装
束
の
神
官
た
ち

は
御
霊
を
宮
司
ご
と
素
早
く
囲

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
た
も
と
を
広
げ

て
周
り
か
ら
の
視
界
を
遮
り
ま
し

た
。
ま
た
、
お
遷
し
の
際
の
音
が

周
り
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
、
遷

座
篭
に
遷
す
間
、
低
く
声
を
発
し

続
け
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
遷

座
祭
」
が
本
来
人
目
に
触
れ
さ
せ

ず
、
暁
闇（
新
月
の
夜
明
け
前
の

闇
）に
行
わ
れ
る
儀
式
だ
か
ら
だ

そ
う
で
す
。

　
無
事
に
遷
座
篭
に
遷
さ
れ
た
御

霊
は
、
用
意
し
て
あ
っ
た
車
で
夜

の
闇
の
中
を
一
路
、
移
設
先
で
あ

る
鳴
尾
八
幡
神
社
に
向
か
っ
て
行

き
ま
し
た
。

　
残
さ
れ
た
社
殿
も
、
昨
年
11
月

に
八
幡
神
社
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
誇
り

　
か
つ
て
鳴
尾
浦
と
呼
ば
れ
、
漁

場
と
し
て
豊
か
な
海
の
恵
み
を
与

え
て
く
れ
て
い
た
頃
、
厳
し
い
自

然
の
中
で
命
が
け
の
日
々
を
暮
ら

し
た
鳴
尾
の
漁
師
た
ち
に
と
っ
て

大
漁
と
海
の
安
全
の
守
り
神
と
し

て
、
元
戎
は
素
朴
な
誇
り
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
元
戎
の
伝
承
は
、

鳴
尾
地
域
に
住
む
人
々
に
と
っ

て
、
日
々
の
誇
り
と
し
て
長
く
伝

え
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

上田西町の元戎社が
鳴尾八幡神社境内へ移設

　
鳴
尾
地
域
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
元も

と

戎え
び
す

の
伝
承
は
、

鳴
尾
が
漁
業
で
盛
ん
だ
っ
た
昔
、
漁
師
の
網
に
か
か

っ
た
御
神
体
が
西
宮
神
社
の
え
び
す
様
と
し
て
祀ま

つ

ら

れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
え
び
す
様
を
漁
師
た

ち
が
鳴
尾
浜
に
祀
っ
た
の
が
元
戎
で
す
。

　
か
つ
て
三
カ
所
に
祠ほ

こ
ら

が
あ
り
ま
し
た
。一
つ
は「
中

津
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
南
甲
子
園
３
丁
目
に
、
一
つ

は
旧
鳴
尾
村
役
場
横
（
現
在
の
鳴
尾
支
所
）
に
、
そ

し
て
三
つ
目
が
鳴
尾
川
の
船
着
き
場
跡
の
上
田
西
町

に
あ
り
ま
し
た
。

　
先
の
二
つ
の
う
ち
、
旧
鳴
尾
村
役
場
横
の
祠
は
戦

災
で
な
く
な
り
、
南
甲
子
園
３
丁
目
の
砂
浜
公
園
に

あ
っ
た
祠
は
現
在
、
甲
子
園
素す

戔さ
の

嗚お

神
社
の
境
内
に

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
三
つ
目
の
上
田
西
町
の
祠
は
、
こ
れ
ま

で
こ
の
地
で
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
つ
い

に
伝
承
の
地
、
鳴
尾
浜
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
す
。

社殿に拝礼する宮司

御霊を遷座篭に遷す

広告

高須の森

社会福祉法人みかり会
幼保連携型認定こども園

　五感をフル稼働させながら、
充実した毎日を過ごしています

西宮市高須町 1丁目 1-20
　　　　　　TEL:0798-45-5750 お困りの事がありましたら、お気軽にご連絡を
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鳴
尾
連
合
自
治
会
　

　
　
　グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

鳴
尾
連
合
自
治
会

　新
年
互
礼
会
開
催

　
昨
年
11
月
５
日
、
恒
例
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
見

晴
ら
し
の
よ
い
鳴
尾
浜
臨
海
公
園

の
芝
生
広
場
で
、
プ
レ
ー
に
興
じ

ま
し
た
。

　
優
勝
は
甲
子
園
六
番
町
自
治
会

の
長
畑
純
雄
会
長
が
、
準
優
勝
は

小
松
町
自
治
会
の
樋
口
俊
次
会
長

が
獲
得
し
ま
し
た
。

　
１
月
11
日
、
鳴
尾
連
合
新
年
互

礼
会
が
、
ホ
テ
ル
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト

甲
子
園
「
甲
陽
の
間
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
石
井
登
志
郎
市
長
を
は
じ
め
、

来
賓
62
人
、
連
合
自
治
会
関
係
者

79
人
の
計
１
４
１
人
が
一
堂
に
会

し
、
鳴
尾
連
合
自
治
会
・
川
崎
洋

光
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

乾
杯
の
発
声
を
皮
切
り
に
、
大
い

に
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　
本
年
は
市
制
1
0
0
周
年
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
の
節

目
の
年
。
今
後
を
見
据
え
た
鳴
尾

の
発
展
に
向
け
、
さ
ら
な
る
努
力

を
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

ね
ら
え
！ 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

　　『『宮っ子』なるお展宮っ子』なるお展
開催のお知らせ開催のお知らせ

第5回

　３月 7日（金）～３月 21日（金）
場　所　�鳴尾図書館�

１階　視聴覚室
時　間　9:30 ～ 18:00
・3/10（月）、3/17（月）休館日
・3/ 9（日）、3/18（火）午前中は「おはなし会」のため入場できません
・3/21（金）最終日は17:00まで

主催　�西宮市�
（読書振興課・地域コミュニティ推進課）

共催　鳴尾連合自治会コミュニティ鳴尾編集委員会

『宮っ子』令和4年9・10月号～令和7年1・2月号
に掲載された鳴尾版の記事を一挙展示！
掲載写真はもちろん、誌面では掲載できなかっ
た写真も併せてカラーで展示します。

　市政100周年に合わ
せた展示や、クリエート
にしのみやとのコラボ
展示も予定しています。 前回の様子

開 催
日 程

広告

■全年代対象 DX/AIに特化した学び直し
受講料最⼤70％が返還される経産省リスキリング事業対象の60講座を始めとし全150講座を開講

■20~30代対象 銀⾏3社と提携した転職⽀援
安⼼して⻑く勤められる近畿・⾸都圏エリアの企業をご紹介

TEL:0798-31-3341

が提供するリカレント教育ムコノアプラス

まずは、キャリアカウンセリングにお申込みください➡
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鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】

●
な
る
お
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
●

 「
♬
シ
ャ
ン
ソ
ン・イ
ン・な
る
お
」 

開
催
日：５
月
10
日（
土
）

時
　
間：14
時
開
演（
13
時
半
開
場
）

会
　
場：な
る
お
会
館
３
階
集
会
室

出
　
演：�玉
田
　
さ
か
え（
歌
手
）

村
尾
　
亜
計
実（
ピ
ア
ノ
）

申
　
込：４
月
１
日（
火
）
～

�

20
日（
日
）必
着

 「
な
る
を
寄
席
」 

六
代
目
笑
福
亭
松
喬
一
門
落
語
会

開
催
日：６
月
14
日（
土
）

時
　
間：14
時
開
演（
13
時
半
開
場
）

会
　
場：な
る
お
会
館
３
階
集
会
室

申
　
込：５
月
１
日（
木
）
～

�

20
日（
火
）必
着

 

申
し
込
み
方
法（
入
場
無
料
） 

定
　
員：1
0
0
人

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、参
加
人
数（
２
人
ま
で
）を
記

入
の
上（
記
入
も
れ
は
無
効
）、

〒
6
6
3-

8
1
8
4

西
宮
市
鳴
尾
町
３
丁
目
８-

７

な
る
お
会
館
ま
で
。申
込
期
間
外
の

は
が
き
は
無
効
。応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
の
上
、当
落
の
案
内
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ：な
る
お
会
館

☎
0
7
9
8・46・8
2
0
0

（
祝
日
を
除
く
火
～
金
曜
９
～
16
時
）

主
催：公
益
財
団
法
人
鳴
尾
会

　
今
年
４
月
１
日
の
「
西
宮
市
制

１
０
０
周
年
」
が
、
同
時
に
昭
和

時
代
に
入
っ
て
１
０
０
年
目
の
区

切
り
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　「
年
表
で
た
ど
る
鳴
尾
の
歩
み

②
」
で
は
、
鳴
尾
村
が
西
宮
市
と

合
併
し
て
か
ら
昭
和
の
終
わ
り
ま

で
を
振
り
返
り
、
掲
載
写
真
は
手

持
ち
の
ア
ル
バ
ム
や『
鳴
尾
村
誌
』

『
鳴
尾
・
西
宮
合
併
50
周
年
記
念

誌
』
な
ど
か
ら
選
び
ま
し
た
。

　
激
動
の
昭
和
時
代
で
、
鳴
尾
地

域
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
少
し

で
も
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の

　
　
　
　
　
　お
礼
と
報
告

　
延
べ
5
1
3
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　
こ
の
収
益
金
は
、
鳴
尾
地
域

の
福
祉
発
展
の
た
め
大
切
に
使

用
さ
れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

売
上
金
：
72
万
３
9
3
2
円

寄
付
金
：
９
万
９
6
0
2
円

月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

3 13 木 19:30～20:30
ハンドマッサージ
ハンドマッサージでセルフケア
定員：40人　当日受け付け（開始20分前より）

KIZUNA
リンパドレナージュインストラクター
船本　妙子

鳴尾東公民館
℡49-1300

4 23 水 19:30～21:00
ツボで押し活
セルフツボマッサージ
定員：40人　当日受け付け（開始20分前より）

西宮鍼灸マッサージ師会
鍼灸マッサージ師
滝川　敦子

4 22 火 13:30～15:30

健康・福祉講座
「笑いヨガ」
～たくさん笑い、ストレスの解消につなげましょう～
定員：40人　当日受け付け

インド政府認定
ヨガインストラクター
笑いヨガティーチャー
ほめカード認定講師
岡本　笑美子

学文公民館
℡41-6050

3 28 金 14:00～15:30 落語講座
定員：50人　当日受け付け 大川亭　さくら 高須公民館

℡49-1312

【地域医療講座】講師：明和病院医師（明和病院の協力を得て開催している講座です）

3 7 金 14:00～15:30
健康・福祉講座
泌尿器科よろず相談所
定員：40人　当日受け付け

泌尿器科主任部長
善本　哲郎

学文公民館
℡41-6050

4 17 木 14:00～15:30 皮膚疾患定員：50人　当日受け付け
皮膚科
黒川　一郎

高須公民館
℡49-1312

第389号 令和 7年 3月 1日 　コミュニティなるお ⑻


